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産婦人科感染症 に対 す るpazufloxacinの 臨床 的検 討

遠藤 紘 ・後藤順子 ・朝野 晃 ・明城光三 ・高橋 克幸

国立仙台病院産婦人科*

新 しい経 口用キノロン系抗菌薬pazufloxacin(PZFX)の 産婦人科感染症 に対する臨床的有用性

について検討 した。

本剤投与を行 った16例 の内,感 染症状が不明確であった子宮内膜炎3例 を除いた13例 で臨床

効果判定 を行い,そ の内訳は子宮内膜炎7例,卵 管炎3例,バ ル トリン腺膿瘍1例,外 陰部膿瘍

1例 お よび膣壁膿瘍1例 であ った。投与方法は1回100～200mg1日3回 を経口投与 した。投与

日数は7～12日 間であった。

臨床効果は13例 全例 に有効であった。細菌学的には10例 か ら7菌 種13株 が 分 離 され,消

失:12株,存 続:1株 で消失率は92.3%で あった。

安全性 を評価 した16例 の内,副 作用 として1例 に倦怠感 とめ まいが認められ,臨 床検査値 の

異常は1例 に投与中GOT,GPT,AL-P,γ-GTPの 上昇が認められた。
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Pazufloxacin(PZFX)は,ナ リジクス酸がマ ウス脳室内

投与で痙攣発作死 を示 さないことなどに着 目して開発 さ

れた新 しい経口用キノロン系抗菌薬である。

本剤 は,広 域抗菌スペク トラムを有 し,好 気性ならび

に嫌気性菌 に対 して優 れた抗菌力を示す。PZFXは 殺菌

的に作用 し,多 くの菌種 に対 し,ciprofloxacin(CPFX)

と同等以上の抗菌力 を示 し,Pseudomonas aernginosaに

対する抗菌力 はofloxacin(OFLX)よ り強いことが特徴 で

ある1)。

今回,我 々は産婦人科領域の感染症に対 して,本 剤の

臨床効果 と副作用について検討 した。

治験対象は平成4年11月 より平成5年3月 の期間に国立

仙台病院産婦人科で,産 婦人科感染症 と診断され,本 治

験に対 して同意 を得た外来通院患者16例 を対象 とした。

そのうち,投 与前の起炎菌が陰性 であ り,検 査所見か ら

も感染所見不明確 と判断 された子宮内膜炎3例 は臨床効

果判定から除外 し安全性のみ評価 した。効果判定対象の

13例 の内訳 は子宮 内膜炎7例,卵 管炎3例,バ ル トリン

腺膿瘍1例,外 陰部膿瘍1例 そ して膣壁膿瘍1例 であった。

投与方法は,1回100～200mg1日3回 を経口投与 した。

投 与 日数 は7～12日 間 で,総 投 与 量 は2,100mgか ら

7,200mgで あった。

臨床効果の判定は,主 要 自他覚的症状の改善,臨 床検

査の変化などから総合的に判定 した。すなわち,主 要 自

他覚的症状が3日 以内に著 しく改善 し,治 癒に至 った場

合を著効,主 要 自他覚的症状が3日 以内に改善を示 し,

その後治癒 した場合 を有効,主 要 自他覚的症状が3日 を

経過 して も改善 されない場合を無効 とした。なお手術,

切開等の外科的処置 を併用 した場合は,著 効 とせず,す

べて有効 と判定 した。

本剤投与前後 に,子 宮内感染では子宮内容物 を,子 宮

付属器炎ではダグラス窩穿刺液 を,外 性器感染では膿汁

を採取 し,細 菌の分離 ・同定を行った。細菌学的効果は,

消失,減 少 もしくは部分消失,菌 交代,不 変および判定

不能の5段 階で判定 した。

PZFXを 産婦人科領域 の感染症16例 に使用 した臨床成

績 をTable 1に 示 した。効果判定対象は13例 であ り,そ

の成績は13例 全例 に有効であった。

子宮 内膜炎の5例 は,PZFXを1日300mg7日 間,2例

は1日600mg7日 間投与 し,全 例 に下腹部痛,圧 痛や発

熱の臨床症状 および臨床検査で も白血球数,CRPの 改善

がみ られた。卵管炎3例 では,い ずれ も細菌検索で起因

菌が不明であったが,臨 床症状では,発 熱,下 腹部痛が

消失 し,白 血球数,CRPも 正常化 した。バル トリン腺膿

瘍,外 陰部膿瘍,膣 壁膿瘍の3例 は,切 開排膿の処置が

行 われた。いずれも疹痛,発 赤,腫 脹,膿 汁分泌等の臨

床症状は消失 し,検 査値 も正常化 し有効であった。

細菌学的 には,10例 に細 菌が検 出 され た。Staphylo-

coccus aureus 2株,Staphylococcus epidermidi 2株,Stre-

Ptococce agalactfae 4株,Enterococcus faecalis 32株,

Escherichia coli 1株,Enterobacter cloacae 1株 お よびP

aeruginosa 1株 が分離 され,そ の消長は消失:12株,存

続: 1株 で,消 失率 は92.3%で あった。

効果判定 を行 った13例 において,本 剤 による副作用

は認め られなかったが,安 全性 のみを評価 した3例 の内

1例 で倦怠感 とめ まいが認 められた。症状 はいずれも軽
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度であり,特 に処置は必要 としなかった。臨床検査値異

常は外陰部膿瘍 の1例 に,投 与 中GOT, GPT, AL-Pと γ-

GTPに 軽度上昇 が認 め られたが,投 与終了後改善 した

(Table2)。

産婦人科領域の主な感染症 は骨盤内感染であ り,抗 菌

薬の条件 としては女性性器の組織移行が良好なことが必

要である。PZFXは 子宮 内膜,子 宮筋層,卵 管 および卵

巣 といった女性性器組織 内の濃度が高 く,良 好な移行が

認め られたPこ とか ら産婦人科 の感染症 に効果がある と

考えられる。経口抗菌薬の使用は軽症ないし中等度の感

染症に対 しての使用頻度が高 い と考え られる。PZFXは

経口ニューキノロン系抗菌薬でグラム陽性菌および陰性

菌に対 して,既 存の経口薬 より非常に優れた抗菌力を示

す。特 にグラム陰性菌のP.aernginosaに 対 してはOFLX

Table 1. Clinical efficacy of pazufloxacin

NT: not tested
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Table 2. Laboratory findings of patients treated with pazufloxacin

□ : abnormal laboratory value possibly related to administration of pazufloxacho

より優れた抗菌力 を持 っている1)。

今 回,我 々は産婦 人科領域 の感染症13例 に対 して

PZFXを 投与 し,本 剤の有用性 を検討 した。その結果全

例 に有効であ り,有 効率は100%で あ った。10例 に細菌

が検 出され,細 菌の消失率は92.3%と 優れた効果が認め

られた。安全性 を評価 した16例 の内,副 作用 として1例

に倦怠感 とめ まいが,臨 床検査値の異常 は1例 にGOT,

GPT,AL-P,γ-GTPの 上昇が認め られたが,い ずれ も軽

度な ものであった。

以上PZFXの 産婦人科領域感染症に対 して,そ の効果

と安全性 について満足すべ き結果が得 られ,PZFXは 有

用 な薬剤であると考えられた。
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Clinical efficacy of pazufloxacin in obstetric 

and gynecological infections
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We performed clinical studies on pazufloxacin (PZFX) , a new oral quinolone antimicrobial agent, for 

its clinical efficacy in obstetric and gynecological infections. 

A daily dose of 300 mg•`600 mg of PZFX was administered orallyfor 7•`12 days. PZFX was 

administered to 16 patients with endometritis, salpingitis, Bartholin's abscess, abscess of the vulva and 

abscess of the vaginal wall. Clinical evaluation was possible in 13 patients, and we obtained the following 

results. 

1. The clinical effect was good in all 13 cases. 

2. Bacteriologically, 13 strains were isolated from 10 patients. The eradication rate was 92.3%. 

3. Among side effects, malaise and dizziness were observed in one case. Among abnormal laboratory 

findings, the elevation of GOT, GPT, AL-P and ƒÁ-GTP were observed in one case. These abnormalities 

were all mild and transient. PZFX is expected to be useful in the treatment of obstetric and gynecological 

infections.


